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ごあいさつ
　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会は、新型コロナウ
イルス感染症の影響により１年延期され、無観客、緊急事態宣言下で
の開催など、異例ずくめの大会となりましたが、県内では、セーリン
グ、サッカー、野球・ソフトボール、自転車競技ロードレースの４競技
が開催され、成功のうちに幕を閉じました。
　中でも、江の島で２度目のオリンピック開催となったセーリングは、
湘南港の艇の所有者や漁業関係者、地元の皆様のご協力により滞りな
く競技が実施されるとともに、レース映像を通じて江の島の美しい海
を全世界にアピールできたものと思います。また、大会関係者からは、
素晴らしい会場であるとのお褒めの言葉をいただき、大変誇りに感じ
ています。大会の開催に当たりご尽力いただいた皆様に、深く感謝申
し上げます。
　一方、コロナの影響で多くの取組が中止を余儀なくされたことは残
念でしたが、公道走行に代えて実施したオリンピック聖火リレーの点
火セレモニーでは、参加ランナーのあふれる笑顔で希望の火をつなぐ
ことができました。また、パラリンピック聖火フェスティバルでは、全
市町村で採火した火を一つにし、「ともに生きる社会かながわの火」と
して東京へ送り出すことができました。
　さらに、事前キャンプでは、約1,300人もの海外選手団を県内に迎え、
感染症対策に配慮した練習見学やリモート交流などを行ったほか、ラ
イブサイトなど人が集まる機運醸成ができない中、SNS等を活用した
新たなスポーツ観戦の方法を提案できました。
　また、パラリンピックは県内での競技はありませんでしたが、大き
な盛り上がりを見せ、「多様性と調和」という大会コンセプトとともに
共生社会の実現に向けた意識も大いに高まったものと思います。
　そして、何より大会成功の鍵は、コロナ禍での安全・安心な開催でした。
　そのため、県の提案により、東京オリンピック・パラリンピック競技
大会組織委員会や医療関係者等と協議会を設置して感染症対策の徹底
に向けた議論を重ね、感染者が発生した場合、本県の医療提供体制で
ある「神奈川モデル」での受入体制を整えるなど準備を進めた結果、県
内に滞在した海外選手団等から１人の感染者も出すことなく大会を終
えることができました。
　今大会は、コロナ禍においても万全な感染症対策により、安全・安心
に開催された大会として、必ずや全世界の人々の記憶に残ることと思
います。
　県としては、今後、大会の成功を誰もがスポーツに親しむことがで
きる環境づくりに生かすとともに、共生社会の実現につなげ、大会の
レガシーとして継承してまいります。
　最後になりますが、改めまして大会の開催にかかわっていただいた
すべての皆様にお礼申し上げるとともに、皆様のご健康とご多幸を祈
念いたしまして、私のあいさつといたします。

神奈川県知事

黒岩祐治
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